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機械器具 58 整形用機械器具 

一般医療機器  手術用ドリルビット  32390000 

 
ベクト セラミックパイロットドリルエキストラショート  

 

【形状・構造及び原理等】 

［形状・構造］ 

     

         （単位：mm） 

［体に接触する部分の主な組成］ 

セラミック 

［原理］ 

歯科用ハンドピースに装着して使用する。 
 

【使用目的又は効果】* 

ＳＰＩシステムインプラント又はイニセルインプラントを埋

入する際、骨を穿孔するのに使用する。 
 

【使用方法等】** 

［使用方法］ 

(1) 本品を歯科用ハンドピースに装着する。 

(2) 軽く圧力をかけながら、埋入するインプラント体の深さ

まで埋入窩を形成する。 

［使用方法等に関連する使用上の注意］ 

(1) ハンドピースメーカーの指定に従って軸部を奥まで挿入

し、確実にロックされていることを確認すること。 

(2) 使用前に回転させて振れがないことを確認すること。 

(3) 本品は、回転させた状態で穿孔を始めること。 

(4) 使用回転数は、800 rpm を目安とすること。 

(5) 本品は、骨内で回転を止めないように使用すること。 

(6) 本品は、逆回転では使用しないこと。 

(7) 破損、変形などの原因になるため必要以上の力を加えな

いこと。 

(8) 術中は外部注水により冷却効果を確保し、常に断続的な

ポンピングで行うこと。 

(9) 必ずベクト パイロットドリル用ガイドスリーブ（別売品）

を使用すること。［専用品以外を使用した場合、ドリリン

グでガイドスリーブが損傷した際、本品とガイドスリー

ブの間に挟まった材料が損傷の原因になる恐れがある。］ 

(10) 本品の使用回数は、20 症例が目安である。（20 回まで  

使用可能ということではない。） 

(11) 本品は、長さ 14 mm までのインプラント体に使用する 

こと。 
 
 
 
 
 
 
 

【保守・点検に係る事項】 

［滅菌］ 

(1) 初回使用前と毎診療後に、必ず高圧蒸気滅菌を行うこと。 

推奨滅菌条件（日本薬局方による）：115～118℃ 30 分間 

121～124℃ 15 分間 

126～129℃ 10 分間 

(2) 135℃以上に加熱しないこと。 

(3) プラスチックケースは耐熱性がないため、滅菌の際は 

使用しないこと。 

［殺菌・消毒］ 

(1) 熱湯と洗浄剤の相互作用により、本品に損傷を与える  

ため、器具除染用洗浄器で洗浄しないこと。 

(2) 変色の恐れがあるため、紫外線による殺菌は行わない  

こと。 
 
【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】** 

製造販売業者： 

電 話 番 号 ： 06-6380-2525 

外国製造業者： トーメン メディカル ＡＧ 

Thommen Medical AG 

国 名 ： スイス 

［お問い合わせ先］ 

問 合 せ 窓 口 ： 株式会社モリタ お客様相談センター 

電 話 番 号 ： 0800-222-8020（無料） 

F a x 番 号 ： 0800-222-6480（無料） 

E - m a i l ： e-customer@morita.com 
 


